郊外型キャンパスにおけるサードプレイスに関する研究 by 金澤 一磨 & Kazuma Kanazawa






































KGPS Review No.19 March 2013 
 
で、KSC 戦略本部と法人で具体的な建設計画が進められており、2012 年度着工、2013 年
度供用開始の予定である。 
本論文の第 1 章では、サードプレイスに関する既往研究と背景を紹介する。 
まず、アメリカの社会学者レイ・オールデンバーグ（Ray Oldenburg）が 1989 年に著書





を市民に尋ねたアンケートを WEB にて検索し、東京都調査と横浜市調査の 2 つのアンケ
ートを入手した。そのアンケート結果より、サードプレイスについて特徴は以下の 3 点で
ある。①例えば、東京都調査の第 2 位の居酒屋（パブ）と回答した者の大半は男性であ


































第 3 章では KSC コモンズにおけるサードプレイスについて論じる。 
3.1 では KSC コモンズの価値と必要性を、KSC コモンズに関する資料をまとめること
により記述している。 
3.2 では KSC コモンズの取り組みの可能性を列挙し、その中で KSC コモンズ内にあ
り、かつ調査した 3 つのキャンパスで調査したサードプレイスを判断材料に用いて客観的
に評価している。 




















け作り」を目的とする場は、KSC コモンズ 1 階「シアタープレゼンルーム」という部屋
の中に設置され、講義室と同じような閉鎖的な空間になっており、そういった期待ができ




ェ「Hamac de Paradis Latte」のように外部から招致することにより学生から人気の場所に
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なるという成功例から、学生や大学関係者が企画実行するより、既にノウハウを持ってい
る専門店の方が美味しいものや流行に敏感な学生からの要望を満たせるので、是非外部か
ら招致されることを期待する。 
また、本調査は関西圏の郊外型キャンパスという限られた地域を対象としたものであ
った。この理由は「資料収集のコスト」である。当然、金銭的なコストもそれに含まれる
が、時間的コストもまた然りである。本論文は、関西圏の郊外型キャンパスという限られ
た地域を対象としたものであり、本論文で得られた知見が関西圏以外の地区に当てはまる
のかについてはデータも少なく現段階では判断しかねる。より多くの地域における郊外型
キャンパスを調査し、様々な角度からさらなる分析を行うことで精度の高い結論を導き出
す必要があろう。今後は国内だけでなく海外の郊外型キャンパスのサードプレイスの取り
組みを調査し、日本に取り込むことが必要になるのではないかと考える。例えば UCLA
には「深夜に学生が集まって勉強しているカフェ」がある。そういった取り組みが日本に
も通用できるか評価していくことを今後の課題としたい。 
今日多くの大学が都市部を目指している。それは、都市部に移転した学部の志願者数
増の傾向があることや、学生と教職員ともにアクセスの良い都市型キャンパスは実務家教
員等の確保や就職活動にも利便性が高いといったメリットがあるからである。そういった
現象がある中、本論文により KSC コモンズがより良いものとなり、郊外型キャンパスの
活性化に繋がることを期待する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
